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問題意識と目的
老年期は研究者の間で､｢喪失期｣ と位置づけられる
場合がある6)7)一方､井上8)のように､老年期を ｢挑戦
期｣と位置づける場合もある｡ しかし､具体的な個人に
焦点を当てれば､同じ老年期といっても､そのとらえ方
は､高齢者一人ひとりによって異なると考えられる｡と
ころで､実際の研究では､老年期は ｢喪失｣という用語
で特徴づけられている場合が多い｡いま少 し具体的にい
えば､例えば､長谷川7)は､｢心身の健康の喪失｣｢経済
的基盤の喪失｣｢社会的なっながりの喪失｣｢生きる目的
の喪失｣の四つで特徴づけ､また､藤田6)も､老年期の
喪失体験に関 して､｢健康の喪失｣｢経済の喪失｣｢役割
の喪失｣の三つを指摘 している｡
そこで､本論文では､これらの喪失体験が高齢者の自
尊感情にどのような影響を与えるのかを先行研究をふま
えて明らかにしていきたい｡
大和ら23)は､自尊感情を規定する要因として､老年期
の個人的な喪失体験を指摘 しているが､それに加えて､
個人を取りまく社会的環境を指摘 している｡これは､高
齢者の自尊感情が他者との関わりによっても変化 しうる
ことを示唆している｡｢他者との関わり｣ という場合､
それにはいくつかの次元が考えられるが､自尊感情に対
する影響要因という視点からは､ソーシャルサポートの
次元が重要と考えられる｡特に､老年期を ｢喪失期｣と
してとらえた場合､岡堂17)も指摘 しているように､高齢
者にとっては､他者のために役立ち､他者から必要とさ
れ､他者に愛され､そして他者から大切にされていると
いう感情体験は､極めて重要な意味をもっている｡すな
わち､それは､高齢者の ｢自信｣と ｢所属感｣を保持す
ることに決定的に重要であり､高齢者自身が自分の ｢存
( 1 )
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在意義｣を自覚することになると考えられる｡
以上の論考をふまえて､本研究では､高齢者にとって､
｢配偶者｣の次に重要な他者として考え られる ｢最 も頼
りにしている既婚子｣をソーシャルサポートの授受の相
手として位置づけ､高齢者が提供する生活的､物質的､
情緒的サポー トによる高齢者自身の充足感と高齢者自身
の自尊感情との関連性を明らかにすると共に､逆に子ど
もが提供する各ソーシャルサポー トによる高齢者自身の
満足感と高齢者自身の自尊感情との関連性もあわせて明
らかにしていきたい｡
方法
l データ収集の手続きと調査対象者
調査方法は､大阪府下における60歳以上の男性 ･女性
を対象として､以下の二通りで行なっている｡
第 1の方法は､大阪教育大学老人講座 (大阪府相原市)
と､高齢者教養大学 (大阪府堺市)の受講者には､講義
時間後に質問紙を配布 し､'次回の受講日に､回収箱に記
入後の質問紙を入れてもらうという留置調査法を使用 し
た｡第2の方法は､知人の協力により､知人の友人に質
問紙を配布 ･郵送 し､記入後の質問紙を返送用封筒で郵
送 してもらうという郵送留置調査法を使用した｡
調査期間は､1996年9月下旬から10月下旬にかけて行
なわれ､618の配票で363票回収 した (回収率 58.7%)0
本研究では､大阪府下のサンプル ･データを分析の対象
としているため､回収された363票のうち､他府県の回
答者17票と､記入もれなどの無効票23票を分析対象外と
し､323票を分析対象としている(有効回答率52.3%)｡
なお､調査対象者の性別､年齢､世帯横型に関しては､
義-1に示すとおりである.
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義-1 調査対象者の属性
男 性 女 性
性 別 186(57.6%) 137(42.4%)
年 齢
60歳 ～ 64歳 29(15.7%) 32(23.4%)
65歳 ～ 69歳 76(41.1%) 45(32.8%)
70歳 ～ 74歳 47(25.4%) 33(24.1%)
75歳 以上 33_(17.8%) 27(19.7%)
無 回 答 1 0
世帯類型
単独世帯 6(3.2%) 25(18.2%)
夫婦のみの世帯 105(56.8%) 54(39.4%)
夫婦と同居子世帯 69(37.3%) 26(19.0%)
同居子との世帯 3(1.6%) 27(19.7%)
その他 2(1.1%) 5(3.6%)
ll 分析枠組
図-1に示すように､分析モデルとしては､対象者の
属性要因､心理的 ･社会的要因､そして各ソーシャルサ
(説 明 変 数 )
ポー ト (生活的サポー ト､物質的サポート､情緒的サポ
ート)の授受評価の三変数を説明変数とし､対象者の自
尊感情を被説明変数とするモデルを設定 している｡
(被 説 明 変 数 )
図-1 分析モデル
ll 変数の指標化
①ソーシャルサポートの授受評価尺度
ソーシャルサポートの授受評価尺度は､野口16)が作成
した ｢手段的サポート｣｢情緒的サポー ト｣や､河合 ･
(2)
下仲11)が作成 した ｢生活的サポート｣｢物質的サポー ト｣
｢情緒的サポー ト｣を参考に作成されている｡｢生活的サ
ポー ト (例.家事の手伝いや病気の時の世話)｣｢物質的
サポート (例.経済的な援助や贈り物の贈答)｣そして､
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｢情緒的サポート(例.話し相手になる･相談にのる)｣
は､例示された項目を含めてそれぞれ2項目から成り､
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したがって､ソーシャルサポートの総合尺度は計6項目
から構成されている (義-2)0
義-2 ソーシャルサポー トの授受評価尺度項目
① 買物 ･掃除 ･洗濯 ･食事の準備を助 ける｡
② 病気 の時 に看護す る｡
③ 金銭 の貸 し出 しや経済的援助 をす る｡
④ 物 をあげた り､お くった りす る｡
⑤ 話 し相手 になる｡
⑥ 悩み ごとがあ った時､相談 にのる｡
それぞれのソーシャルサポートの提供次元の評価指標と
しては､上述のサポート項目内容に関 して､｢十分な支
援をしてあげていると思うか｣を設定し､そして､ソー
シャルサポートの受領次元では､｢支援対象者が支援に
満足していると思うか｣を設定し､それぞれの次元にお
いて､｢そう思う (5点)｣から ｢思わない (1点)｣の
五件法で評定を求めた｡その合計得点がそれぞれソーシ
ャルサポートの提供評価得点､受領評価得点である｡
②自尊感情尺度
自尊感情尺度は､Rosenberg18)が 作成 し､山本･松井･
Rosenbergの自尊感情尺度は､本来米国の高校生の自尊
感情を測定するために開発されたものであるが､その後､
Atchleyl)2)やCottrel14)による定年退職後の適応度､
Kaplan& PokornylO'による年齢と自己の態度の関係､
Ward21)による老化の態度等の調査で高齢者を対象に実
際に使用され､その妥当性も認められており､また実施
方法の簡易さ､表現の簡潔さからみても､現段階では､
高齢者の自尊感情を測定するには最も適していると評価
されている23)｡回答は､各項目に対 し､｢そう思う (5
点)｣から ｢そう思わない (1点),｣の五件法で評定を求
め､その合計得点を自尊感情得点としている｡
lV 尺度の信頼性
表-4に､各尺度の信頼性を表すCtonbachのa係数
を示しているが､いずれの尺度も概ね高いα係数が得ら
れており､十分な内的一貫性をもっといえる｡
義-3 自尊感情尺度項目
G) 私は少なくとも人並みには､価値のある人間である｡
② 私は色々な良い素質をもっている｡
*③ 私は敗北者だと思うことがよくある｡
④ 私は物事を人並みにはうまくやれる｡
*⑤ 自分には自慢できるところがあまりない｡
⑥ 私は自分に対して前向きの態度をとっている｡
⑦ 私はだいたいにおいて､自分に満足している｡
*⑧ 私はもっと自分自身を尊敬できるようになりたい｡
*⑨ 自分は全くだめな人間だと思うことがよくある｡
*⑲ 何かにつけて､自分は役に立たない人間だと思う｡
*は逆転項目
(3)
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結果と考察
人 間 福 祉 学 科
義-4 各尺度の信頼性係数 (α係数)
l 属性要因と自尊感情との関係性
対象者の属性要因と自尊感情との関係性を検討するた
めに作成されたのが表-5である｡
(彰性別と自尊感情
表-5が示すように､性別が自尊感情に与える影響差
は､ t検定の結果､有意傾向であり､自尊感情は､男性
のほうが女性より高い傾向にあるといえる｡
この知見は､大和ら23)の調査研究における､｢男性の
ほうが女性より自尊感情が高い｣ という結果や､
Murray&Huelskotter14)が述べている､｢女性とは自
分たちの達成したものについて男性より低く評価する傾
向があり､その見方が自尊感情に否定的な影響を及ぼす｣
という知見と一致している｡その背景には､日米の如何
を問わず､社会における男女の地位 ･役割による差異15)
が存在し､それが影響しているのではないかと考えられ
る｡
②年齢と自尊感情
表-5にみるように､年齢が自尊感情に与える影響差
は､ t検定の結果､前期高齢者､後期高齢者の間で､統
計的に有意ではなかった｡これは､Breytspraak&
George3)やKaplan&PokornylO)の ｢年齢と自尊感情と
は基本的に無関係｣とする説を支持するものである｡
③配偶者の有無と自尊感情
義一5が示すように､配偶者の有無が自尊感情に与え
る影響差は､ t検定の結果､有意傾向であり､自尊感情
は､配偶者を ｢もっ人｣のほうが ｢もたない人｣よりも
高い傾向にある｡
ところで､どうして､そのような違いが生じてきたの
であろうか｡配偶者という対象が存在しないことの背景
(4)
には､いくつかの場合が考えられる｡一つは､意図に反
して､病気や事故などで配偶者がいない場合であり､い
ま一つは､離婚ケースにみられるように､自らの主体的
意志で､配偶者を持たない場合である｡前者は､自らが
配偶者としての役割を喪失することにつながり､後者は､
配偶者としての役割からの主体的離脱につながる｡後者
であれば､役割からの解放感を伴うかもしれないが､前
者であれば喪失感を伴うことになり､自尊感情に影響を
与える要因になるのではないかと考察できる｡
④最も頼りに出来る子どもの有無と自尊感情
表-5にみるように､最も頼りに出来る子どもの有無
が自尊感情に与える影響差は､t検定の結果､両群の間
ではみられなかった｡
最も頼りに出来る子どもがいない高齢者の背景には､
いくつかの理由が考えられる｡一つには､子どもをはじ
めから持たない場合､そしていま一つは､子どもを持っ
てはいるが､最も頼りに出来る子どもがいない場合であ
る｡
子どもをはじめから持たない高齢者は､配偶者以外の
家族には頼ることができない危機感を老年期以前から感
じ､自分一人で､あるいは配偶者と共に生きていかなけ
ればならないという自立が芽生えやすいのではないかと
考えられる｡これはまた､子どもを持っものの､最も頼
りにしている子どもがいない高齢者でも考えられること
である｡子どもには頼ることができないという意識が､
自立心を芽生えさせ､家庭以外の領域にも目を向けやす
くなるのではないかと考えられる｡そのため､最も頼り
に出来る子どもの有無が､必ずしも自尊感情の高低レベ
ルに影響を与えなかったのではないかと考察できる｡
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義-5 属性要因による自尊感情の比較 (t-test)
N Mean SD
性 別 男 性 186 37.23 5.83
女 性 137 36.09 6.42
t-1.67 +
年 齢 前期高齢者 262 36.82 6.04
後期高齢者 60 36.33 6.46
t-0.58
配偶者の有無 有 259 37.08 6.04
無 62 35.58 6.27
t-1.74 +
最も頼りに出来る子どもの 有 288 36.90 5.85
有 無 無 34 35.24 7.87
t-1.19 ※
友人の有無 有 237 37.60 5.36
無 78 33.86 7.34
t-4.16 *** ※
職業の有無 有 57 38.47 5.81
両側検定 +p<.10,*p<.05,***p<.001
註 (※):分散が等質でないため､個別分散のt検定を行っている｡
(参友人の有無と自尊感情
表-5が示すように､友人の有無が自尊感情に与える
影響差は､ t検定の結果､両群の間でみられ､友人を
｢もっ人｣のほうが ｢もたない人｣よりも高いといえる｡
Kahn&Antonucci9)は､個人が､加齢に伴う役割移
行 ･役割変化によって生じる役割ストレスに対処する際
には､その個人をまわりから支える援助システムが重要
であると指摘している｡このように､彼らの提案する援
助システムとしてのコンボイ･システムの中には､最も
重要度の高いメンバーの一人に ｢親友｣があげられてい
る｡｢親友｣は､主要な役割変化に伴なって役割喪失が
生じた際に､その喪失からくる衝撃を緩和する役割を果
(5)
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たす可能性がきわめて高い15)と考えられ､友人の有無が
自尊感情に影響を与える要因になるのではないかと考察
できる｡
⑥耽美の有無と自尊感情
表-5にみるように､職業の有無と自尊感情との関連
では､ t検定の結果､職業を ｢もっ人｣のほうが ｢もた
ない人｣よりも高くなっている｡このような違いは､次
のような事実からきているように思われる｡
職業をもたない人の中には､定年退職者も含まれてい
るが､定年退職を役割という視点からみると､それは､
高齢者が ｢現役｣という手段的役割活動から完全に離れ､
稼ぎ手としての役割を喪失 し､場合によっては､依存者
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としての役割にあまんじなければならないことが､この
両群の自尊感情の違いと関係があるように考えられる｡
l 心理的 ･社会的要因と自尊感情との関係性
対象者の心理的 ･社会的要因としては､本研究では､
｢主観的健康感｣｢経済的満足感｣｢地域社会参加度｣を
設定 した｡対象者のその心理的 ･社会的要因と自尊感情
との関係を示 したのが表-6である｡
①主観的健康感と自尊感情
表-6が示すように､主観的健康感が自尊感情に与え
る影響差は､ t検定の結果､主観的健康感の ｢高い人｣
のほうが ｢低い人｣よりも高い傾向にあるといえる｡
大和ら23)の調査研究においても､主観的健康感の高い
人は､自尊感情が高いという結果になっており､欧米の
これまでの研究､例えば､Ward21)やTaft20)らの研究に
よっても指摘されている｡これは､すなわち､健康でな
いことは､家族や社会から ｢依存者｣としてラベリング
される可能性があり､それに対 して､健康であることは､
他者や社会との関係においても蹄跨することなく､様々
な活動に参加することができる機会にも恵まれる可能性
が高いことと関係があると考察できる｡
②経済的満足感と自尊感情
表-6にみるように､経済的満足感が自尊感情に与え
る影響差は､一元配置分散分析の結果､三群間の自尊感
情の間に､有意差が認められた｡LSD法を用いた多重比
較検定を行なったのが表-6-aである｡その結果､経
済的満足感の高い人と､どちらでもない人 ･低い人との
間に有意差がみられ､自尊感情は､経済的満足感の ｢高
い人｣のほうが ｢どちらでもない人 ･低い人｣よりも高
いといえる｡
わが国は充実 した高齢者福祉サービスを提供 ･受領す
ることのできる発展途上にあり､その状況の中で豊かな
老後を迎えるには､｢経済力｣が非常に重要な要素であ
り､また､経済力が低下すれば､他者や社会との活動力
も低下 してくるのではないかと思われる｡さらに､親と
しての高齢者が子どもとの関係的地位において対等性を
維持できるのか､あるいは子どもの依存者となるのか､
という決定的要素の一つに､この ｢経済力｣があげられ
る13)のではないかと考えられ､経済的満足感が自尊感情
に影響を与える要因になるのではないかと考察できる｡
③地域社会参加度と自尊感情
表-6が示すように､地域社会参加度が自尊感情に与
える影響差は､一元配置分散分析の結果､五群間の自尊
感情の間に有意差が認められた｡LSD法を用いた多重比
義-6 心理的 ･社会的要因による自尊感情の比較 (t-test/ONEWAY)
N Mean SD
主観的健康感
?
?
36.98
35.00
t-1.93 +
経済的満足感 高
どち らで もない
低
37.89
36.03
34.05
F-10.50***
地域社会参加度
過に 1回以上
月に1回以上
2,3ケ月に1回以上
年 に1,2回ほど
ほとんどない
?????? ???
37.97
36.30
38.71
37.09
34.17
F-4.24 *
両側検定 +p<.10,*p<.05,***p<.001
(6)
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義-6-a 経済的満足感高低別 自尊感情の多重比較
低 い どちらでもない 高 い
較検定を行なったのが表-6-bである｡ その結果､地
域社会に参加している人と､ほとんど参加していない人
との間に有意差がみられ､自尊感情は､地域社会に ｢参
加している人｣のほうが ｢ほとんど参加していない人｣
よりも高いといえる｡
老年期は､｢喪失の時代｣とも言われるように､｢配偶
者の喪失｣｢職業の喪失｣｢健康の喪失｣などの大きな喪
失感を経験する可能性が高く､そのような喪失感を体験
することを回避することは困難であるかもしれないが､
社会的活動は､その喪失感が及ぼすマイナスの影響を緩
和する､一種の ｢緩衝帯｣としての機能を果たすことが
指摘されている12)｡そのため､地域社会に参加すること
は､まわりに対する自らの有用感をもてる ｢プラスの影
響｣だけでなく､｢マイナスの影響を緩和する｣機能も
持ち合わせており､地域社会参加度は､自尊感情に影響
を与える要因になるのではない かと考察できる｡
‖ 各ソーシャルサポートの授受評価と自尊感情との関
連性
男性 ･女性別に､各ソーシャルサポートの授受評価と
自尊感情との関連性を示したのが､表-7である｡
この表-7が示すように､男性では､物質的サポート
の提供による有用感と自尊感情との間に有意な正の相関
が認められ､物質的サポートの提供による有用感が高く
なるほど､男性高齢者の自尊感情が高まっている｡これ
は､男性のみにみられる結果となっている｡このように､
(7)
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性差が生じた背景には､物質的サポートである経済的な
援助は､老年期以前から男性が担ってきたことと関係が
あると考えられる｡すなわち､男性は､｢現役｣を退き､
年金生活に入っても､その年金が自分の就労時の賃金を
資源としていることもあって､経済力の面で､自負心を
持っていると考えられ､この自負心が､男性高齢者の自
尊感情を高めたと考えられる｡ いま一つの考察としては､
老年期以前に維持し続けてきた父親としての権威的地位 ･
役割が老年期にも保持されており､それが高齢者の自尊
感情を高めたといえる｡このように､｢子どもから必要
とされている｣と高齢者自身が感 じること､すなわち
｢有用感｣が高齢者の自尊感情に影響を与える重要な要
因として考察できる｡
一方､女性では､生活的サポートの提供による有用感
と自尊感情との間に有意な正の相関が認められ､生活的
サポートの提供による有用感が高くなるほど､女性高齢
者の自尊感情が高まっている｡これは､女性のみにみら
れる結果となっている｡その背景には､生活的サポート
である家事の援助や病気の時の世話などの日常生活上の
援助が､妻 ･母親の立場にある女性によって､老年期以
前から行なわれてきたことと関係があると考えられる｡
すなわち､老年期､特に母親の立場にある女性の場合､
子どもの独立､結婚さらには離家により､母親の役割を
終了したとはいえ､子どもに対して日常生活上の援助を
十分に行なっているという自負心があり､それが女性高
齢者の自尊感情を高めている｡結局､老年期以前に守り
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義-7 各ソーシャルサポー トの授受評価と自尊感情との相関 (ピアソンの相関係数)
男 性 女 性
(自 尊 感 情 ) (自 尊 感 情 )
支援 生 活 的 支 援 .有 用 感 .270 (N-14) .460**(N-21)
次提元 供 物 質 的 支 援 .有 用 感 .400**(N-39) .105 (N-31)情 緒 的 支 援 .有 用 感 .186 (N-79) .068 (N-52)
支援 生 活 的 支 援 .満 足 感 .428* (N-21) .195 (N-25)
次受元 領 物 質 的 支 援 .満 足 感 .082 (N-15) .411 (N-10)
+ p<.10,*p<.05,**p<.01
続けていた母親としての地位 ･役割が老年期にも何らか
のかたちで保持されていると考えられる｡このように､
｢子どもから必要されている｣と高齢者 自身が感 じるこ
と､すなわち ｢有用感｣が高齢者の自尊感情に影響を与
える重要な要因として考察できる｡
次に､子どもからのソーシャルサポー トの受領による
満足感と自尊感情との間の関連性を説明してみると､男
性では､生活的サポートの受領による満足感と自尊感情
との間に有意な正の相関が認められ､生活的サポートの
受領による満足感が高くなるほど､男性高齢者の自尊感
情が高まっている｡また､情緒的サポートの受領による
満足感と自尊感情との間に有意傾向の正の相関が認めら
れ､情緒的サポートの受領による満足感が高くなるほど､
男性高齢者の自尊感情が高まる傾向にある｡これらは､
男性にのみみられる結果になっており､女性では､ソー
シャルサポー トの受領による満足感と自尊感情との間に
関連性はみられなかった｡
男性は､女性と比較すると､老年期以前から､家事の
援助や病気の時の世話などの支援を家族に提供すること
よりも､家族からその支援を受領することのほうが多い
と思われるが､特に配偶者である妻からこのような生活
的サポートを受領することに関しては当然のように受け
とめているのではないかと推測される｡ しかし､子ども
から生活的サポートを受領した場合､それは ｢当然｣と
いう感覚よりも､一種の満足感を高めさせ､高齢者の自
(8)
尊感情を高めることにつながっていったと考えられる｡
これはすなわち､女性と比較 して､家事のできない男性
にとって､生活的サポートの面で､子どもが親のことを
気にかけてくれ､親を大切にしてくれているという ｢重
要な他者からの気づかい｣が､高齢者の自尊感情に影響
を与える重要な要因として考察できる｡
また､子どもから情緒的サポートを受領 し､そのサポ
ー トによって満足感を高めていけばいくほど､自尊感情
もゆるやかに高まる傾向性を示 しているが､大和 ら23)も､
男性は ｢身近な人たちからの援助 (情緒的サポートを指
す)｣に対する満足感と自尊感情との間に有意な正の相
関を認めており､ したがって､本研究の結果は大和らの
結果を支持するものであるといえる｡また､女性と比較
すると､男性は､老年期以前から､友人との親密な関係
を築き上げることや､地域社会活動の参加などを経験す
ることも困難であるようにも思える｡そのため､老年期
に感じる不安やとまどいを誰かに話 したくてもなかなか
話せる人がいない場合が多く､その時に ｢話 し相手にな
ってくれる｣｢相談にのってくれる｣などの情緒的サポ
ー トを子どもから受けると､男性高齢者は､子どもが親
のことを気にかけてくれ､親を大切にしてくれていると
強く実感 し､それが結果的に､男性高齢者の自尊感情を
高めているのではないかと推測され る｡ それ は､
Sulivan19)の ｢重要な他者｣がどのように自分を気づか
ってくれているかということが重要である､という命題
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を傍証すると同時に､子どもからの情緒的支援が男性高
齢者にとって､いかに重要であるかを示唆 している｡
結論と今後の課題
本研究では､他者や社会との関わりにおいて自らをど
のように位置づけているのかという意識が自尊感情に影
響を与えているという研究知見が得られた｡ しかし､こ
れは､他者や社会との関わりの中で､現実にある自己の
姿と､他者や社会との関わりの中で､こうありたいとす
る理想的な自己の姿とを比較 し､その差が大きければ大
きいほど､自尊感情が低下することを示唆 しているとも
いえる｡そこで､この研究知見を､高齢者個人の老年期
のとらえ方とを関連させて考察すると､高齢者自身が､
老年期を ｢喪失期｣ととらえる場合､現実の自己と理想
的な自己との間の矛盾を大きくさせてしまう可能性があ
り､それに対 して､老年期を ｢挑戟期｣ととらえる場合
には､その矛盾を変容するために､新たな役割を獲得 し
たり､活動に挑戟するなど､現実の自己を変えるように
工夫をすることができるのではないかと推測される｡ も
し､この推測が正 しいならば､高齢者一人ひとりの老年
期に対するとらえ方が自尊感情の高低 レベルを左右する
のではないかと考えられる｡
また､本研究では､各ソーシャルサポー トの授受評価
と自尊感情との関連性においては､男性の場合は､物質
的サポートにおける ｢有用感｣と生活的 ･情緒的サポー
トにおける ｢重要な他者からの気づかい｣に対する満足
感が自尊感情の重要な関連要因であり､女性の場合は､
生活的サポートにおける ｢有用感｣が自尊感情の重要な
関連要因であるという結論に達 した｡この自尊感情は､
男性が老年期以前から担っていた家庭の経済的役割を､
老年期になっても､｢年金｣というかたちで保持 し､そ
れによって､｢子どもから必要とされている｣｢頼 られて
いる｣という意識との間に関連性があった｡さらに､老
年期において､時として感ずる家事領域における不安や
とまどいに対 して､子どもが気にかけてくれ､親を大切
にしてくれているという男性高齢者の意識も自尊感情と
の間に関連性があった｡それに対 して､女性の場合は､
老年期以前から担っていた家事領域において､･子どもに
対して十分に支援 してあげているという ｢有用感｣のみ
が女性高齢者の自尊感情を高める結果になった｡そのた
め､自尊感情と関連性があるとされる､ソーシャルサポ
ートの内容､方向性 (提供か受領か)は､男性､女性に
よって差異が認められるものと考えられる｡
今後の課題としては､まず､男性､女性別に､対象者
の属性要因､心理的 ･社会的要因が自尊感情に与える影
(9)
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響力を重回帰分析法を使って分析､検討することが挙げ
られる｡これは､老年期以前に､手段的役割活動を重点
的に行なっていた男性と､情緒的役割活動を重点的に行
なっていた女性とでは､それぞれの自尊感情に与える属
性要因､心理的 ･社会的要因の加重効果､相互作用効果
や主効果などが異なると推測されるためである｡
また､本研究では､各ソ-シャルサポートの授受評価
と自尊感情との関連性を検討するために､ソーシャルサ
ポー トの授受の相手を ｢最 も頼りにしている既婚子｣に
限定 したが､今後は､通文化的視点に依拠 しなが ら､
｢最も頼りにしている既婚子｣を､親との同 ･別居群に
分け､さらには､この既婚子を性別に分けて分析するこ
とが必要である｡また､サポー ト･ネットワークのサイ
ズという視点から､その既婚子の配偶者をもソーシャル
サポートの授受の対象に設定 し､分析することも､今後
の重要な研究課題である｡
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Summary
Thepurposeofthispaperwastoanalyzewhatattributesandwhatsocialsupportshaveaninfluenceonthe
self-esteem oftheJapanese-Elderly.
ThesamplefortheanalysュsWasCOmpOSedof323Olderpeoplewhoweresixtyyearsoldoroverlivlngln
●
Osaka(male186,female137).Thequestionnairewasdesignedtoinvestigatethepresentlivingconditionsof
I
theelderly.Tomeasuretheself-esteemoftheelderly,RosenbergsSelf-EsteemScalewasused.Asstatistical
●
techniquesfortheanalysュsOfdata,T-TEST,ONEWAY,MultipleComparisonandPearsonCorrelationwere
usedtotestwhetherornotthereexistrelationshipsbetweentheinfluentialfactorsandtheirself-esteem.
First,thefindingsshowedthatthesubject'sattributessuchas､sexdifference',､maritalstatus',､wheth-
erornottheyhavefriendsandajob","subject'shealth",､thedegreeofsatisfactionwithfinancialstatus"
and ､thedegreeoftakingpartincommunity"hadalslgnificanteffectsontheirself-esteem.
Second,thefindingsshowedthatamongthesubjects,men'sself-esteem hadasignificantrelationshipwith
●
thedegreeoftheirfeelingofusefullnesswhichwasderivedfrom theirofferlngthematerialsupportsfortheir
●
children,andthatfortheelderlynotlivlngWiththeirchildren,theirself-esteemalsohadslgnificantrelation-
●
Shipswiththedegreeofsatisfactioncausedbyreceivlngdomesticsupports,materialsupportsandemotional
supportsfrom theirchildren.Ⅰnadditiontothat,thefindingsshowedthatwomen'sself-esteem hadslgnifi-
cantrelationshipswiththedegreeoffeelingofusefulnesswhichwascomlngfrom theirofferingthedomestic
●
supportsandmaterialsupportsfortheirchildren,and also in caseofthewomen livlng With their
(10)
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children,women'sself-esteemhadaslgnificantrelationshipwiththedegreeoffeelingofusefulnesscausedby
theirofferingtheemotionalsupportsfortheirclildren.
(ll)
